
　

市
内
を
運
行
す
る
こ
い
こ
い
バ
ス
、
大

竹
・
栗
谷
線
バ
ス
、
坂
上
線
バ
ス
は
、
台

風
な
ど
の
荒
天
時
、
事
故
や
災
害
時
な
ど

に
は
運
休
や
折
り
返
し
運
行
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

小
方
港
付
近
が
ル
ー
ト
変
更

こ
い
こ
い
バ
ス

　

台
風
な
ど
で
高
潮
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
小
方
港
付
近
の
市
道
に
あ
る
防
潮
扉

　海上保安庁では、「海難ゼロへの願
い」をスローガンに、全国一斉に海
の事故ゼロキャンペーンを行います。
期　　間　７月 16日㈰～31日㈪
事故防止のためのポイント
○ライフジャケットの常時着用
○スマホなどの連絡手段の確保
○１１８番緊急通報ダイヤルの有効
活用

○家族などへ帰港・帰宅予定時間を
伝える

　

大
切
な
人
の
意
識
、
呼
吸
が
な
い
。
喉
に

物
を
詰
ま
ら
せ
て
苦
し
ん
で
い
る
と
き
、
あ

な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
使
用
方
法
、
出
血
時
の
止
血
方

法
な
ど
を
習
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
適
切
な
応

急
手
当
て
を
す
る
こ
と
で
助
か
る
命
が
あ
り

ま
す
。大
切
な
人
を
守
る
た
め
、応
急
手
当
て

の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
７
月
８
日
㈯
９
時
〜
12
時

が
閉
ま
り
、
運
行
ル
ー
ト
の
一
部
が
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、「
飛
石
港
」
バ

ス
停
に
は
停
車
し
ま
せ
ん
。

一
部
区
間
折
り
返
し
運
行

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス

　

降
雨
量
が
基
準
を
超
え
た
と
き
は
、
県

道
栗
谷
大
野
線
の
一
部
が
通
行
止
め
に
な

る
た
め
、「
渡
の
瀬
」
か
ら
「
西
医
療
セ

ン
タ
ー
」
ま
た
は
「
大
竹
駅
」
間
を
折
り

返
し
運
行
し
ま
す
。

坂
上
線
バ
ス

　

降
雨
量
が
基
準
を
超
え
た
と
き
は
、
国

道
１
８
６
号
の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
る

た
め
、「
深
瀬
」
か
ら
「
大
竹
駅
」
間
を

折
り
返
し
運
行
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
気
象
警
報
の
発
令
時
な
ど
、

状
況
に
応
じ
て
運
行
を
取
り
や
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ

　

降
雨
に
よ
る
通
行
止
め
の
解
除
は
、
道

路
管
理
者
（
県
）
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

通
行
の
安
全
を
確
認
し
た
後
に
な
り
ま
す
。

　

運
行
内
容
が
変
わ
る
と
き
は
、
防
災
行

政
無
線
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

G
oogle

マ
ッ
プ
の
ル
ー
ト
・
乗
り
換
え

の
経
路
検
索
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
ま

す
。
不
明
な
点
は
、
自
治
振
興
課
ま
た
は

運
行
業
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ運行業者

大竹･栗谷線バス ㈲大竹交通
☎52-1515

坂上線バス ㈲大竹タクシー
☎52-3131

こいこいバス ㈲大竹交通・
㈲大竹タクシー

イラスト くまみね

と
こ
ろ　
消
防
署
３
階

対　

象　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

定　

員　
20
人
程
度
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
電
子
申
請
で
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
救
命
講
習
受
講
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
直
接
消
防
署
に
提
出
す
る
か
、
フ
ァ
ク

ス（　
53
２
９
２
８
）か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
消
防
署
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

FAX

こちらから電
子申請のペー
ジにアクセス
できます。

荒天時・災害時のバスの運行情報
問い合わせ　自治振興課　☎59-2142

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
い
合
わ
せ　

岩
国
海
上
保
安
署　

☎
21
６
１
１
８

令
和５年度

受
講
者
募
集

普
通
救
命
講
習
問い合わせ
　消防署
　☎54-0119

　

市
で
は
、
岩
国
基
地
の
米
軍
機
に
よ
る

騒
音
が
発
生
し
て
お
り
、
特
に
阿
多
田
島

で
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

右
の
表
は
、
県
が
、
空
母
艦
載
機
の
移

駐
完
了
前
後
の
騒
音
発
生
状
況
を
と
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　

70
ｄデ
シ
ベ
ルＢ
以
上
（
大
声
を
出
さ
な
け
れ
ば

会
話
が
聞
き
取
れ
な
い
程
度
）
の
騒
音
発

生
回
数
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
減
少

し
た
地
点
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
移
駐
完

了
前
の
平
成
29
年
度
と
比
べ
て
、
阿
多
田

島
で
１・８
倍
、
西
栄
で
13
・
０
倍
と
な
っ

て
お
り
、
騒
音
は
増
大
し
た
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
40
〜
70
歳
代
の
49
人
の
方
が
、

大
竹
市
長
か
ら
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認

定
を
受
け
、
市
や
県
が
主
催
す
る
防
災
の

講
習
会
な
ど
で
自
己
研
さ
ん
に
努
め
た

り
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
の
防
災
活

動
に
参
加
し
た
り
し
て
、
地
域
の
防
災
力

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
、

地
域
の
防
災
活
動
の
中
心
と
し
て
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
認
定
さ
れ
る
た
め
に

は
、
新
規
育
成
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ　
市
役
所

対　
　

象

　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
高
校
生
以
上

の
方

内　
　

容　
講
義
、
実
技
（
救
命
）

申
し
込
み

　

９
月
29
日
㈮
ま
で
に
危
機
管
理
課
へ
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（　

57
７
１
３
０
）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
用

FAX

（中国四国防衛局公表資料を基に作成。欠測期間を含む場合があります）

測定地点
（国測定器設置個所）

移駐完了前 移駐完了後 対H29年度
増加回数
（倍率）
（Ｆ－Ａ）
（Ｆ/Ａ）

対R3年度
増加回数
（倍率）
（Ｆ－Ｅ）
（Ｆ/Ｅ）

H29年度
（Ａ）

H30年度
（Ｂ）

R元年度
（Ｃ）

R2年度
（Ｄ）

R3年度
（Ｅ）

R4年度
（Ｆ）

６地点合計
（荒神原、戸河内除く） 3,872 回 4,969 回 6,386 回 6,624 回 9,664 回 8,265 回 4,393 回

（2.1 倍）
▲ 1,399 回
（0.9 倍）

内　
　

訳

岩国基地周辺

大竹市
阿多田島 2,322 回 3,182 回 3,922 回 3,932 回 5,153 回 4,087 回 1,765 回

（1.8 倍）
▲ 1,066 回
（0.8 倍）

大竹市
西栄 106 回 86 回 104 回 131 回 929 回 1,376 回 1,270 回

（13.0 倍）
447 回

（1.5 倍）

廿日市市
宮島 219 回 300 回 489 回 615 回 914 回 716 回 497 回

（3.3 倍）
▲ 198 回
（0.8 倍）

廿日市市
八坂公園 440 回 564 回 819 回 720 回 1,279 回 987 回 547 回

（2.2 倍）
▲ 292 回
（0.8 倍）

江田島市
沖美 88回 169 回 177 回 235 回 292 回 335 回 247 回

（3.8 倍）
43回

（1.1 倍）

訓練空域

北広島町
西八幡原 697 回 668 回 875 回 991 回 1,097 回 764 回 67 回

（1.1 倍）
▲ 333 回
（0.7 倍）

参
考

北広島町
荒神原 ― 580回 689 回 635 回 809 回 781 回 ― ▲28回

（1.0 倍）

安芸太田町
戸河内 ― 148回 176 回 103 回 304 回 297 回 ― ▲7回

（1.0 倍）

※ R4年度の北広島町西八幡原においては、測定器の不具合により、５月３日～30日までの測定値が無効とされています。

紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
新
規
育
成
研
修
会

と　
　

き　

①
11
月
11
日
㈯
９
時
〜
16
時
30
分

②
11
月
18
日
㈯
９
時
〜
12
時

※
認
定
に
は
、
①
②
両
方
の
受
講
が
必
要

で
す
。

研修会の詳細は、
こちらから市のホームページへ。

「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」募
集

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
59
２
１
１
９

地
域
で
防
災
活
動
を
推
進
す
る

米軍基地に所属する米軍機による大竹市の騒音発生状況
問い合わせ　危機管理課　☎59-2119

男女共同参画が進められる中
まだ女性の防災リーダーはいません！
あなたが初の女性防災リーダーに

なってみませんか？

2627 OTAKE 2023（令和5）.7OTAKE 2023（令和5）.7



　

県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会
で
は
、
視

覚
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
、
補
助
犬
（
盲
導
犬
）
を
給
付

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象

　

県
内
（
広
島
市
を
除
く
）
に
１
年
以
上

居
住
し
、
今
後
も
相
当
期
間
県
内
に
居
住

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
18
歳
以
上
の
視

覚
障
害
者
で
、
次
に
該
当
す
る
方

○

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
視

覚
障
害
に
よ
る
同
手
帳
の
等
級
が
１
級

ま
た
は
２
級

○

就
労
（
見
込
み
を
含
む
）
な
ど
に
よ
り
、

社
会
活
動
の
参
加
に
効
果
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る

○

盲
導
犬
を
適
切
に
利
用
し
、
飼
育
で
き

る
と
認
め
ら
れ
る

○

分
で
所
有
す
る
家
屋
以
外
に
居
住
す
る

場
合
、
盲
導
犬
の
飼
育
に
つ
い
て
、
そ

の
家
屋
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
人
の
承

諾
が
得
ら
れ
る

申
し
込
み

　
７
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
福
祉
課
備
え
付

け
の
申
請
書
を
福
祉
課
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
調
査
、
面
接
な
ど
の
選
考
で

給
付
候
補
者
を
決
め
ま
す
。

　

期
限
内
に
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て
、
日
商
簿
記

３
級
試
験
対
策
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
説
明
会

　

８
月
６
日
㈰
11
時
〜
11
時
30
分
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
）

対　

象

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
児
童
（
20
歳

未
満
）、
寡
婦

講
習
時
間
・
回
数

　
９
時
30
分
〜
12
時

　
講
義
８
回
・
問
題
演
習
４
回

定　

員

　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
事
前
説

明
会
後
に
抽
選
）

受
講
料

　
無
料
（
通
信
料
は
自
己
負
担
）

受
講
方
法

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ラ
イ

ブ
配
信
）

申
し
込
み

　
７
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪
ま
で
に
広
島
県

ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

目
の
見
え
な
い
方
・
見
え
に
く
い
方
が

行
き
た
い
場
所
へ
出
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
盲
導
犬
は
障
害
物
を
避
け
た
り
、
段

差
や
曲
が
り
角
を
教
え
た
り
し
て
安
全
に

歩
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
道
路
交
通
法

や
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
と
い
う
法
律
で

も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
目
の
不
自
由
な
方

と
一
緒
に
電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
た
り
、
お

店
な
ど
に
入
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　

盲
導
犬
が
体
に
つ
け
て
い
る
白
い
胴
輪

を
ハ
ー
ネ
ス
と
い
い
ま
す
。
盲
導
犬
は
、

仕
事
を
し
て
い
る
時
は
必
ず
ハ
ー
ネ
ス
を

身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

ここからひとり親家庭サポートセ
ンターの申し込みページへ。

講習日程

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目

８月20日 ８月27日 ９月３日 ９月10日 ９月17日 ９月24日

７回目 ８回目 ９回目 10回目 11回目 12回目

10月１日 10月８日 10月15日 10月22日 10月29日 11月12日

問い合わせ
　福祉課　☎59-2146

日
商
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座

受
講
者
募
集

問
い
合
わ
せ

県
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
２
３
７
７

Ｅ
‐
メ
ー
ル 　

hiro-kenboshi2@
kvf.biglobe.ne.jp

目の不自由な方が
安全に行きたい場所へ行けるように

補助犬（盲導犬）

福祉
の
とびら

福祉
の
とびら
No.105No.105

補
助
犬（
盲
導
犬
）給
付
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

　

県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会

　

☎
・
FAX
０
８
２
‐
２
２
９
‐
２
３
２
０

　
Ｅ
‐
メ
ー
ル
：kenshisyouren@carol.ocn.ne.jp

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
」
を
活
用
し
よ
う

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
消
費
者
の

方
に
、
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
案

内
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
契
約
や
悪
質
商
法
に
お
け
る
ト

ラ
ブ
ル
、
製
品
・
食
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
事
故
な
ど
の
消
費
者
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
場
合
に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま

ず
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
」
に
か
け
る
と
、
ど
う
な
る
？

　
「
１
８
８
」
に
か
け
る
と
、
次
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。

　
『
こ
ち
ら
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

で
す
。
最
寄
り
の
相
談
窓
口
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
郵
便
番
号

が
分
か
る
方
は
１
を
、
そ
う
で
な
い
方
は

２
を
押
し
て
く
だ
さ
い
』

○

１
を
選
択

　
『
お
住
ま
い
の
郵
便
番
号
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
』
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

た
後
、
郵
便
番
号
を
入
力
し
ま
す
。

○

２
を
選
択

　
『
お
住
ま
い
の
地
域
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。
○
市
は
１
を
、
○
市
は
２
を
・
・
・

押
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
ま
す
の
で
、
地
域
を
選
択
し
番
号

を
入
力
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
で
入
力
す
る

と
、『
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
経
由

し
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
お
繋
ぎ
い
た

し
ま
す
。
○
○
秒
ご
と
に
、
お
よ
そ
○
○

円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
通
話

料
定
額
プ
ラ
ン
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
』

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
住
ん
で
い
る
市

町
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
広
島
県
生
活

セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
ま
す
。

※
窓
口
が
開
所
し
て
い
な
い
時
間
帯
な
ど

は
、
窓
口
の
名
称
、
電
話
番
号
、
受
付
時

間
を
案
内
し
ま
す
。

 

（
く
ら
し
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
便
よ
り
）

契約当事者年代別の商品・役務別相談件数トップ３
区分 高齢者（60歳以上） 一般層（30歳～59歳） 若年層（30歳未満）
順位 商品・サービス名 件数 商品・サービス名 件数 商品・サービス名 件数

1 化粧品 5 化粧品 4

商品一般（フィッシン
グ）、他の保健衛生品（タ
オル）、宿泊施設、娯楽等
情報配信サービス

各1

2 健康食品 3
移動通信サービス、修理
補修、娯楽等情報配信
サービス

各2 ―

3

魚介類、パソコン・パソ
コン関連用品、他の教養
娯楽品、電気、工事、建
築、加工、生命保険、他の
金融関連サービス、衛生
サービス

各2

デリバティブ取引、履
物、紳士・婦人服、生命保
険、他の金融関係サービ
スなど

各1 ―

0

10

20

30

40

件数 令和3年度・令和4年度販売購入形態別相談件数

令和3年度 令和4年度

店舗
購入

訪問
販売

通信
販売

電話
勧誘
販売

マル
チ商
法

訪問
購入

架空
請求
・

不当
請求 その

他

11
15

8 8
12

29

3 3 1 0 1 2 2

13 13

0

ひっかからない
カモくん

泣き寝入りイヤヤ(188)！
と覚えよう！

消費生活センターへの
令和４年度の相談状況
一人で悩まず「１８８」へ連絡を

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.266No.266

問い合わせ
◆市消費生活センター（産業振興課内）　☎57-3236
　【相談日】火・金曜日（祝日・年末年始を除く）９時～12時・13時～16時
◆消費者ホットライン　☎１８８

市消費生活センターの相談件数
は、令和４年度は70件で、令和
３年度の51件と比べて19件増加
しています。
通信販売で、定期購入が条件であ
ることに気付かず商品を購入した
という相談が依然として多く寄せ
られています。また、料金を支払っ
たのに商品が届かないという相談
が増えたこともその主な要因と
なっています。
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